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男 	25,694人 

女 	27,438人 

市 の 人 口 

53,132人 

のミ・はり串ら 
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毎
日
が
防
火
デ
ー
で
す
、
 

僕
の
家
」
 

市
消
防
本
部
で
は
、
春
の
火

災
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
ガ

ス
会
 

社
の
検
査
員
、
東
北
電
力
会
社

と
協
力
し
四
月
十
二
日
、
独
り

暮
し
の
老
人
家
庭
を
巡
回
し
火

災
予
防
の
査
察
を
行
い
ま
し
た
。
 

一
行
は
二
班
に
分
か
れ
て
、
 

市
内
若
葉
の
千
田
金
男
さ
ん
（
七

十
七
歳
）
他
二
十
四
世
帯
を
訪

問
、
日
頃
お
世
話
を
し
て
い
る
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
方
々
に
案

内
さ
れ
火
災
の
原
因
と
な
る
ス

ト
ー
ブ
、
ガ
ス
、
電
気
器
具
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
独
り
暮
し
で
手

が
回
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
事
情

を
聴
き
な
が
ら
ち
ょ

っ
と
し
た

こ
と
で
忘
れ
が
ち
な
点
に

つ
い

て
細
か

い
注
意
を
与
え
て
い
ま
 

し
た
。
 

［毎月2回・I日・15日発行〕 

世 帯 数 	14,637 

（昭和57年4 月1日現在）住民基本台帳から 

お
年
寄
り
を

火
災

か
ら
守
ろ
う
 

消
防

本

部
が

巡

回
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調
査
は
、
次
の
四
種
類
に
区

分
さ
れ
ま
す
。
 

〔甲
調
査
〕
 
法
人
組
織
の

商
店
（
飲
食
店
を
除
く
。）
を
対
 

象
と
し
ま
す
。
 

〔乙
調
査
〕
 
個

人
経
営
の
商
店
（
飲

食
店
を
除
く
。）
を
対
 

象
と
し
ま
す
。
 

〔丙
調
査
〕
 
 

飲
 

食
店
（
バ
ー
、
 
 
キ
ャ
 

バ
レ
ー
、
ナ
イ
ト
ク

ラ
ブ
、
酒
場
、
ビ
ヤ

ホ
ー
ル
を
除
く
。）
を

対
象
と
し
ま
す
。
 

〔丙
の
ニ
調
査
〕
 

飲
食
店
の
う
ち
バ
ー
、
 

キ
ャ
バ
レ
ー
、
ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
、
酒
場
、
 

ビ
ヤ
ホ
ー
ル
を
対
象

と
し
ま
す
0
 

こ
の
調
査
に

つ
い

て
ご
不
明
の
点
は
、
 

市
総
務
課
企
画
室
（
。
 

⑩
 
2
1
1
1
番
、
 

内
線
3
1
8
、
3
1
 

9
番
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

「商業統計調査」にご協力を 

鶏
鱗
漉
 

浴
室
、
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
も
完
備

し
て
い
ま
す
。
 

消
防
車

一
台
と
、
田
沢
所
長

以
下
八
人
が
交
代
で
常
駐
し
、
 

二
十
四
時
間
の
消
防
態
勢
を
敷
 

い
て
い
ま
す
。
 

落
成
式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 

「火
災
や
事
故
の
な
い
明
る
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
」
 

と
あ
い
さ
つ
、
日
頃
か
ら
の
家
 

庭
火
災
の
予
防
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。
 

ロ
分
駐
所
所
在
地
 
五
所
川

原
市
大
字
原
子
字
山
元
四
ニ
ー
 

一
 
一
 ロ

分
駐
所
電
話
 

（
廿
⑩
一
一

一
九
番
」
 

市
庁
舎
正
面
玄

関
か
ら
二
階

に
の
ぼ
っ
て
左
側
に
市
民
相
談

室
を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

◇
交
通
事
故
の
問
題
 

◇
人
権
に
関
す
る
問
題
 

◇
心
配
ご
と
の
相
談
 

◇
役
所
の
仕
事
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
、
離
婚
や
扶
養
に
関
す

る
家
庭
問
題
 

な
ど
に
、
次
の
専
門
家
が
当
っ

て
お
り
ま
す
。
 

※
毎
週
水
曜
日
は
社
会
福
祉

協
議
会
相
談
員
 
二
人
 

※
毎
週
金
曜

日
は
五
所
川
原

人
権
擁
護
委
員
 
一
人
 

※
毎
週
第
二
、

四
水
曜
日
は

県
交
通
事
故
相
談
所
員
 
一
人
 

（場
所
 
市
民
文
化
会
館
別
館

一
一
階）
 

わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
 

通
商
産
業
省
が

実
施
し
て
い
る

統
計
法
に
基
づ

く
指
定
統
計
調

査
で
、
全
国
の

商
業
（
卸

・
小

売
業
、
飲
食
店
）
 

を
漏
れ
な
く
調

査
す
る
い
わ
ゆ

る
「
商
業
の
国

勢
調
査
」
と
も

言
わ
れ
る
も
の

で
す
。
 

こ
の
調
査
に

よ
っ
て
全
国
の
 

商
店
を
業
種
別
、
規
模
別

な
ど
に
区
別
し
、
商
店
の

全
国
の
分
布
状
況
と
か
、
 

販
売
活
動
な
ど
商
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

五
月
の
下
旬
か
ら
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
 

お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す

が
、
ご
協
力
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
 

皆
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ
い

た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の
目

的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て

お
書
き
下
さ
い
。
 

軒
割
）
髪嚢
（
一
勃」
雄
熱奮
熱
奉
事
 

2
4時
間
態
勢
 

   

    

 

東
分
駐
所
が
完
成
 

商業を営む皆さん 

《
 

繊
素
か
烏
ぎ舞
冨
浄
篤
事与
夢亀
」山
博
 

七
和
、
長
橋
地
区

の
火
災
に
備
え
 

地
域
住
民
長
年
の
要
望
で
あ

っ
た
七
和
、
長
橋
地
区
を
出
動

範
囲
と
す
る
五
所
川
原
消
防
署

の
東
分
駐
所
（
田
沢
昭
一
所
長
）
 

が
完
成
し
、
四
月
＋
七
日
、
寺

田
市
長
ら
関
係
者
四
十
人
が

出

席
し
新
築
な
っ
た
同
所
で
落
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

四
月
五
日
か
ら
消
防
車
一
台
、
 

消
防
士
八
人
が
交
代
で
常
駐
、
 

二
十
四
時
間
の
消
防
態
勢
に
入

っ
て
い
ま
す
。
 

七
和
・
長
橋
地
区

（
約
千
五

百
世
帯
、
六
千
四
百
人
）
は
、
 

市
街
地
か
ら
距
離
的
に
離
れ
、
 

万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
国

道
の
車
の
渋
滞
等
で
消
防
車
の

到
着
が
遅
れ
、
地
元
民
か
ら
分

所
設
置
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
市
で
は
、
昨
年
十

二
月
末
か
ら
原
子
T
字
路
か
ら

百
1
1南
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ

ス
原
子
入
り
ロ
に

一
千
六
十
五

万
円
を
か
け
建
設
し
て
い
た
も

の
で
す
。
 

完
成
し
た
分
駐
所
は
、
二
百

六
十
六
・
六
〇
平
方
1
1の
敷
地

に
床
面
積
百
二
十
九

・
一
八
平

方
〉
“
の
木
造
平
家
建
て
で
、
車

庫
の
ほ
か
事
務
室
、
仮
眠
室
、
 

六
月
一
日
現
在
で
、
 

全
国
い
っ
せ
い
に
「商

業
統
計
調
査
」
が
行
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ー般分譲住宅 

募 集 戸 数 
面 積 

譲渡予定価格 住宅金融公庫予定額 自己負担金 
土 地 建 物 

19戸 287n ~ 477m' 85nf 13 ,070-15 .3加千円 6,500 千円 6,570-8,820千円 

地域特別分譲住宅 

募 集 戸 数 
面 積 

譲渡予定価額 住宅金融公庫予定額 自 己負担金 
土 	地 建 物 

11 ii 26鮎～286d 85rrf 12 .880~ 13 , 160 千円 7,900-8,100千円 4,980-5,060千円 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
 

昭
和
五
十
七
年
度
に
広
田
団
地

に
建
設
す
る
分
譲
住
宅
の
購
入

者
を
募
集
し
ま
す
。
今
年
度
か

ら
「
地
域
特
別
分
譲
住
宅
制
度

」
 

が
で
き
ま
し
た
。
 

「地
域
特
別
分
譲
住
宅
制
度

」
 

こ
の
制
度
を
受
け
ら
れ
ま
す

と
、
次
の
よ
う
な
特
典
が
あ
り

ま
す
。
 

H
住
宅
金
融
公
庫
の
割
増
融

資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

口
青
森
県
か
ら
公
庫
融
資
の

残
額
に
、
年
率

1
％
の
割
合
に

よ
る
利
子
補
給
を
当
初
五
年
間

受
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
「
収
入
基
準
」
 

が
あ
り
ま
す
。
 

募
集
概
要
 

■

受
付
期
間
 

五
月
六
日
（
木
）
ー五
月
十
二
日
 

（
水
）
 

■

受
付
場
所
 

市
都
市
計
画
課
（

廿
⑩
二
一
一
 

一
番
、
内
線
二
三
二
番

）
 

■

引
渡
時
期
 
今
年
十
月
頃

の
予
定
 

■

お
間
合
わ
せ
 

県
住
宅
供
給
公
社
か
市
都
市
計
 

画
課
へ
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
（
。
〇
 

一
七
七
⑩
一
六
二
五
番
）
 

ー

自
衛
官
二
等
 

ロ
受
付
期
間
 
年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
い
ま
す
。
 

ロ
応
募
資
格
 

日
本
国
籍
を

有
し
、
採
用
予
定
月
の
一
日
現
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
当
市
住

民
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
等
の

相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
手

助
け
す
る
た
め
、次
の
方
を
「
行

政
相
談
委
員
」
 
に委
嘱
し
て
お

り
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
大
字
姥
落
字
桜

木
 行

政
相
談
委
員
 
坂
本
甚
作
 

(
e
的
）
三〇
四
八
番
）
 

五
所
川
原
市
字
柳
町
八
 

行
政
相
談
委
員
 
成
田
栄

一
 

（
廿
⑩
三
〇
二
八
番
）
 

相
談
は
、
無
料
で
口
頭
、
電

話
、
手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法
で
 

陸
・
海
・
空
士

ー
 

在
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

の
男
子
 

ロ
試
験
期
日
及
び
試
験
場

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ロ
試
験
種
目
 
の
筆
記
試
験
 

（
国
語
、
数
学
、
社
会
及
び
作

文
）
①
ロ
述
試
験
の
身
体
検
査

の
適
正
検
査
 

ロ
志
願
書
類
の
提
出
先

・
お

間
合
わ
せ
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
五

所
川
原
募
集
事
務
所

（
丑
⑩
一
一

三
〇
五
番
）
 

も
よ
く
、
相
談
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
は
、
秘
密
を
守
り
親

身
に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

相
談
の
内
容
は
 
役
所
の
仕

事
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何

で
も
よ
く
、
例
え
ぱ
、
恩
給
、
 

年
金
、
登
記
、
国
税
、
保
険
、
 

生
活
保
護
、
環
境
衛
生
、
農
地
、
 

郵
便
、
道
路
、
交
通
、
公
営
住

宅
、
河
川
、
公
害
、
そ
の
他
一

般
許
認
可
、
国
鉄
、
電
々
、
専

売
、
公
団
、
公
庫
、
事
業
団
等

の
こ
と
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

募

集
 
案
内
 

ー
行
政
に
関
す
る
苦
情
は
 

行
政
相
談
委
員
へ

ー
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自
然

観
察
会
を

開
催
 

五
所
川
原
市
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に

つ
い
て

（続
）
 

（
報
告
の
徴
収
等
）
 

第

一
六
条
 
市
長
は
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
を
確
保
す
る
た
め
、
 

必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は

土
地
も
し
く
は
、
建
物
の
占
有
 
 

者
、
ま
た
は
事
業
者
に

対
し
、
 

当
該
廃
棄
物
の
処
理
に
関
し
必

要
な
報
告
を
求
め
、
ま
た
は
指

示
す
る
も
の
と
す
る
。
 

別
表
第
一
（
第
一
〇
条
関
係
）
 

1
 
一
般
家
庭
か
ら
一
時
的
に

排
出
さ
れ
る
量
が
、
 
一
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
未
満
の
一
般
廃
棄
物
で
、
 

自
然
に
恵
ま
れ
た
野
鳥
と
野

草
の
宝
庫
、
飯
詰

・
味
噌
ケ
沢

に
あ
る
「
野
鳥
の
村
（
家
）」
が

五
月
九
日
開
村
し
ま
す
。
 

開
村
を
記
念
し
、
市
民
自
然

観
察
会
が
開
か
れ
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
五
月
九
日

（
日
）
 

午
前
六
時
三
十
分
か
ら
野
鳥
観

察
会
、
午
前
十
時
か
ら
野
草
観

察
会
 

ロ
と
こ
ろ
 
飯
詰

・
味
噌
ケ

沢
「
野
鳥
の
村

（
家
）」
 

ロ
講
師
 
日
本
野
鳥
の
会
会
 

不
燃
の
も
の
は
無
料
と
す
る
。
 

2
 
．
般
家
庭
か
ら
一
時
的
に

排
出
さ
れ
る
量
が
、
 
一
〇
キ
ロ

グ
ラ
ム
以
上
の
一
般
廃
棄
物
で

不
燃
の
も
の
は
次
の
表
に
定
め

る
額
と
す
る
。
 

3
 事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ
 

る
一
般
廃
棄
物
で
不
燃
の
も
の
 

は
次
の
表
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

員
、
津
軽
植
物
の
会
会
員

ロ
会
費
 
無
料
。
た
だ
し
、
 

バ
ス
利
用
の
方
は
、
バ
ス
代
を

い
た
だ
き
ま
す
。
 

ロ
お
申
込
み
・
お
間
合
わ
せ

五
月
六
日

（木
）
ま
で
、
市
教
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
計
量
器
 

（
は
か
り
）
の
検
査
は
、
南
小

学
区
が
五
月
十
九
日
、

二
十
日

市
民
文
化
会
館
で
、
五
小
学
区
 

附
 
則
 

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
七

年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

整
然
と
収
集
場
所

へ
、
ル

ー
 

ル
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
と
、
燃
え
な
い

ゴ
ミ
を
あ
ら
か
じ
め
は
っ
き
り

区
別
し
て
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
お

き
、
出
す
と
き
は
口
を
し
っ

か

り
、
し
ば
る
こ
と
。
 
 

育
委
員
会

・
社
会
教
育
課

（
"
 

⑩
二
一
一

一
番
・
内
線
二
五
〇

番
）
 

詳
し
く
は
、
当
課
へ
お
間
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

が
五
月
十
七
日
、
十
八
日
上
平

井
町
中
央
集
会
所
及
び
各
支
所

ご
と
に
行
い
ま
す
の
で
、

必
ず

受
験
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
と
、
燃
え
な
い

ゴ
ミ
の
持
ち
出
し
日
と
時
間
を
 

『清
掃
ご
よ
み
」
 
で確
か
め
て

か
ら
出
す
こ
と
。
 

交
通
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
収
集
場
所
で
は
ゴ
ミ
を
き
ち

ん
と
整
理
し
、
積
み
重
さ
ね
て

置
く
こ
と
。
 

ポ
リ
容
器
は
壊
れ
や
す
く
、
 

収
集
後
風
に
飛
ば
さ
れ
た
り
す

る
の
で
使
用
し
な
い
こ
と
。
 

ド
ラ
ム
缶
、
タ
イ
ヤ
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
べ
、
畳
、
大
型

電
化
製
品
、
タ
ン
ス
、
ソ
フ
ア

な
ど
の
大
型
ゴ
ミ
や
引
っ
越
し

な
ど
に
よ
る
多
量
の
ゴ
ミ
は
収

集
し
ま
せ
ん
。
 

私
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
の

な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
文
書
を

作
成
し
た
り
受
け
取
っ
た
り
し

ま
す
が
、
こ
の
な
か
に
は
印
紙

税
の
か
か
る
文
書
に
は
、
契
約

書
、
領
収
書
、
借
用
証
書
、
手

形
、
商
品
券
、
委
任
状
な
ど

い

ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
印
紙
税
は
、
最
低
が

二
百
円
で
、
預
金
証
書
や
委
任

状
な
ど
の
よ
う
に

一
冊
ま
た
は

一通
ご
と
に
定
額
の
も
の
と
、
不

動
産
の
売
買
契
約
書
や
領
収
書

な
ど
の
よ
う
に
そ
の
文
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
金
額
に
よ
っ
て
税

額
が
異
な
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
 

印
紙
税
は
、
文
書
を
作
成
し

た
人
が
定
め
ら
れ
た
額
の
収
入

印
紙
を
は
り
、
消
印
し
て
納
め

ま
す
が
、
収
入
印
紙
を

は
る
必

要
が
あ
る
文
書
に
①
収
入
印
紙

を
は
ら
な
か
っ
た
と
き
ゃ
、
②

納
め
る
べ
き
印
紙
税
額
よ
り
少

な
く
は
っ
た
と
き
は
、
不
足
し

て
い
る
印
紙
税
の
三
倍
に
相
当

す
る
額
（
最
低
額
千
円
）
の
過

息
税
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
 

消
印
を
し
な
か
っ
た
と
き
も
印

紙
税
額
と
同
額
（
最
低
額
千
円
）
 

の
過
怠
税
が
か
か
り
ま
す
。
 

な
お
、
お
分
か
り
に
な
ら
な

い
点
は
五
所

川
原
税
務
署
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。
 

の犬
死 
体ね 

体ね物一
除こ一般
くの犬廃 
、ーJ 死、棄 

種
 
別
 

一
 
個
 

台
  

量
〇
・
五

ト
ン
以
下

最
大
積
載

の
車
柄

一
 

取
扱
単
位
 

四
〇
〇
円
 

三
五

0
円
 

手
数
料
 

え
る
車
柄
一
台
 

・

五
ト

ン
を
超

最
大
積
載
量

0
  

の
車
綱

一
台
 

・

五
ト
ン
以
下

最
大
積
載
量

0
  

取

扱

単

位
 

たをと0車 
額加に・柄

算三五の
し五ト積
て〇ン載
得円ご量 

三
五

0
円
 

手
数

料

の
額
 

計
量
器
（
は
か
り
）
の
 

検
査
を
受
け
て
下
さ
い
 

(
 

r
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移
動
採
血
車
「

青
い
鳥
号
」
 

店
四
 

敷
島
分
院
前
 

〇
当
日
午
後
一
時
か
ら
四
時

ま
で
、
広
田
、
木
村
石
油
店
前
 o

五
月
＋
七
日
（月
）
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行
 

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

o

五
月
十
ニ
日
（
水）
 

O
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
 

街
頭
献
血
の
 
」
案
内
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
 

乳 幼 児 の 健 康 払 
百多 査 

⑤ (518号） 

ご
利
用
 

ロ
と
き
 
五
月
十
二
日
（
水
）
、
 
交
通
事
故
相
談
所
 

二
十
六
日
（水
）
 
五

所
川
原
市

・
市
民
相
談
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
 

室
 

下
い曙

交
通
事
故
巡
回
相
談
所
 
館”
が
 

五
月
は
次
の
日
程
で
開
設
 

ま
で
 

し
ま
す
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所

の
代

表
が
、
四
月
五
日
、
市
交
通
事

故
防
止
対
策
本
部
長
の
寺
田
市

長
を
訪
れ
交
通
安
全
宣
言
書
を
 

手
渡
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続

け
て
い
る
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
に
、
自
ら
が
姿
勢
を
正

し
、
運
転
者
の
模
範
と
な
る
よ

う
に
努
力
し
よ
う
と
、
中
山
捷
 

青
年
会
議

所
が
宣
言
 属蔀ミ「マ 	i醸 	lX 

一一ーー~二：一」ハ 
、．ノーーノ 	月 翠 サ 
、Tノ 	く」石 か 

5 月 5 日ニどもの日 	 前時 

児童手当特例措置に

ついて 

児童手当に関係する法律が改正され、昭和57年 6月

から昭和60年 5月までの間特例措置として、児童手当

の所得制限により、児童手当が支給されない被用者で

あって、政令で定める一定の所得未満のものに対し第 

3子以降の児童1人につき月額 5千円を支給します。 

★請求手続き 

特例給付の請求手続きは、昭和57年 5月I日から受

け付けします。 

請求時、提出する書類は、勤務先の被用者の年金の

加入証明書、またはその年金手帳の写し等、その方が

被用者であることを明らかにする書類を添付すること。 

★持参するもの 

保険証・印鑑。なお、給付に必要な銀行等の口座番

号等をお知らせ頂きます。 

詳しくは、市福祉事務所児童係（か⑩211I番、内線 

243番）へおたずね下さい。 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下さい。 

■受付時間 午後12時45分から 1時45分まで 

■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けてい 

る乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳6カ月児に限り歯科衛生指導も行、ます。 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ 月 児 昭和57年1月 
生まれの乳児 5月11日 

旧中央公民館 6 カ 月 児 昭和56年10月 
生まれの乳児 5月18日 

1歳6カ月児 昭和55年11月 
生まれの乳児 5月25日 

。
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
 

上
平
井
町
、
全
電
通
前
 

〇
当
日
午
後
一
時
か
ら
四
時

ま
で
、
栄
町
、
県
合
同
庁
舎
前
 

利
理
事

長
を
代
表
と
す
る
会
員

七
十
六
人
が
、
暴
走
、
飲
酒
運

転
等
の
四
項
目
を
あ
げ
て
事
故

防
止
活
動
の
「

輪
」
を
よ
り
一

層
広
げ
よ
う
と
誓
い
あ
っ
て
交

通
事
故
の
な
い
、
明
る
く
、
住

み
よ
い
ま
ち
に
し
よ
う
と
立
ち

あ
が
り
、
今
回
の
宣
言
と
な
っ

た
も
の
で
す
。
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「消費生活苦情相談所」を開設 

ロ相談内容 消費者が購入した商品に

欠陥がみられたり、契約時の商品と異な

ったりした場合等の苦情、処理にあたり

ます。 

お気軽にご利用を 

ロとき 毎月第1、第 3水曜日午後1 
時から 4時まで 

ロところ 本町「中三」デパート 

財
産
区
議
会
議
員
の
一
般
選

挙
が
四
月
十
一
日
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
 

ロ
野
里
財
産
区
（
定
数
六
）
 

土
岐
作
造
（
五
八
）
、小
笠
原

由
吉

（
五
五
）
、
石
岡
力
（
四
九）
、
 

石
岡
久
友
（
五
一
）
、小
田
桐
利

佐
雄

（
五
四
）
、
須
藤
徳
一
 
（
六

四
）
  
.
 

ロ
神
山
財
産
区
（
定
数
六
、
 

無
投
票
）
 

乳
井
武
雄
（
四
五
）
、松
野
繁

春

（
五〇
）
、加
納
喜
一
郎
（
五
 

五
月
は
、
拠
出
年
金
（
国
民

年
金
）
の
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
」
」
本
些

寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
 

「現
況
届
」
を
提
出
す
る
時
期

で
す
。
 

こ
の
「
現
況
届
」
は
、
あ
な

た
や
家
族
の
状
態
な
ど
に
変
化

が
な
い
か
を
確
認
し
、
引
き
続

き
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
調
べ
る
大
切
な
手
続
き
で

す
。
 
 

四
）
、進
藤
俊
宣
（
四
一
）
、高
橋

義
雄

（
五
七）
、土
岐
春
信
（
四

四
）
 

ロ
松
野
木
財
産
区
（
定
数
六
、
 

無
投
票
）
 

五
所
川
原
北
部
土
地
改
良
区

の
総
代
選
挙
が
四
月
十
八
日
行

わ
れ
、
次
の
方
々
が
当
選
し
ま

し
た
。
 

も
し
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
 

遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の

支
給
が
止
ま
っ
た
り
、
遅
れ
た

り
し
ま
す
か
ら
必
ず
期
日

（
五

月
二
十
日
）
ま
で
に
、
市
社
会

課

・
国
民
年
金
係
に提
出
し
て

下
さ
い
。
 

五
月
十
日
頃
ま
で
に
、
あ
な

た
の
住
所
宛
に
お
手
紙
を
差
し

上
げ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
書
類
の
ご
用
意
を
願
い
ま

す
。
 

成
田
勇
（
六
四
）
、中
川
定
雄
 

（
五
六）
、仙
庭
祐
（
四
九
）
、長

尾
精
一
郎
（
五
五
）
、間
山
良
美
 

（
三
五）
、横
島
誠
一
 
（
五
五
）
 

ロ
戸
沢
財
産
区
（
定
数
六
、
 

無
投
票
）
 

斎
藤
粕
雄
（
五
四
）
、片
岡
重

義
（
五
三
）
、斎
藤
竹
雄
（四
四
）
、
 

間
山
政
慶
（
五
二
）
、斎
藤
兼
一
 

（
六
二）
、長
内
徳
家
（
五
八
）
 

ロ
第
一
選
挙
区
（
定
数
十
三）
 

宮
本
嘉
四
太
郎
（
四
七
、
下

平
井
町
）
、木
村
清
（
六
六
、
姥

落
）
、一
ニ橋
兼
蔵
（
五
一
、
湊
）
、
 

提
出
す
る
書
類
は
年
金
証
書
、
 

住
民
票
の
抄
本
、
印
鑑
等
で
す

が
、
母
子
年
金
、
準
母
子
年
金

の
人
は
住
民
票
の
謄
本
を
、
障

害
年
金
の
有
期
の
人
は
こ
れ
ら

の
ほ
か
に
診
断
書
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
の
ほ
か
、
病
気
に
よ
っ
 
 

木
村
祐
治

（
五四
、下
平
井
町
）
、
 

坂
本
兼
作

（鶴
田
町
）
、対
馬
祐

太
郎

（
四
八
、鶴
田
町
）
、岩
測

政
則
（
五
五
、
姥
落
）
、木
村
昭

三
（
五
四
、
元
町
）
、和
田
惣
一
 

（
五〇
、
長
橋
字
橋
元
）
、岩
谷

勝
義

（
四
八
、錦
町
）
、蒔
田
鉄

男
（
五
六
、
元
町
）
、成
田
藤
男
 

（四
八
、
鶴
田
町
）
、木
村
健
一
 

（
四三
、
鎌
谷
町
）
 

ロ
第
ニ
選
挙
区
（
定
数
八
）
 

舘
山
伊
八
郎
（
五
八
、
長
橋

字
広
野
）
、松
本
隆
（
五
五
、
新

宮
）
、外
崎
亘
（
四
二
、
長
橋
字

広
野
）
、舘
山
栄

（
四
九
、長
橋

字
広
野
）
、渋
谷
松
四
郎
（
六
二
、
 

田
川
）
、奈
良
岡
陸
奥
男
（
五
一
、
 

種
井
）
、奈
良
孝
男
（
四
一
、
田
 

て
は
心
電
図
、
断
層
写
真
等
の

書
類
を
ご
持
参
の
う
え
、
国
民

任
本
皿
係
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

川
）
、小
笠
原
俊
正

（
五
七
、田

川
）
 

ロ
第
三
選
挙
区
（
定
数
二
十

二
、
無
投
票
）
 

高
橋
恒
（
五
六
、
藻
川
）
、渡

辺
武
雄

（
五〇
、
藻
川
）
、竹
谷

誠
之
助
（
四
七
、
藻
川
）
、竹
谷

博
英
（
三
八
、
藻
川
）
、川
浪
武

美
（
四
三
、
藻
川
）
、一
戸
誠
一
 

（
五〇
、
藻
川
）
、三
浦
利
次
郎
 

（
七
二
、高
瀬
）
、木
村
柾
右
工

門
（
五
二
、
高
瀬
）
、川
浪
茂
浩
 

（
三
八
、藻
川
）
、小
笠
原
俊
昭
 

（
五
二
、鶴
ケ
岡
）
、川
浪
祐
次
 

（
四
二
、藻
川
）
、開
米
由
夫
（
五

一
一
、
鶴
ケ
岡
）
、小
野
寿
一
郎
（
四

七
、鶴
ケ
岡
）
、一
戸
兼
四
郎
（
四

四
、
高
瀬
）
、一
戸
一
 （
四
六
、
 

向
け
ば
、
簡
単
に
手
続
き
が
す

み
ま
す
。
 

こ
う
す
る
と
、
今
ま
で
加
入

し
て
い
た
年
金
と
国
民
年
金
の

加
入
期
間
と
が
つ
な
が
り
、
よ

り
多
い
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
 

も
し
、
こ
の
手
続
き
を
息
る

と
、
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
人
の
場
合

は
、
掛
け
た
保
険
料
が
掛
け
捨

て
に
な
っ
て
、
 一
生
後
悔
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

老
後
の
生
活
設
計
を
大
切
に

す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 
 藻

川
）
、工
藤
賢
吉

（
五二
、
藻

川
）
、佐
藤
浪
三
郎
（
五
七
、
藻

川
）
、高
橋
謙
治

（五
三
、藻
川
）
、
 

小
笠
原
瑞
洋

（三
八
、鶴
ケ
岡
）
、
 

渡
辺
福
蔵
（
四
四
、
鶴
ケ
岡
）
、
 

長
尾
幸
雄

（
五四
、
鶴
ケ
岡
）
、
 

渋
谷
則
夫

（
五
七
、高
瀬
）
 

財
産
区

議
会
議

員
当
選
者
 

ー
現
況
届
を
忘
れ
ず

に
 

提
出
期
限
は
五
月
ニ
十
日
 

北
部
土

改
区

総
代

当
選
者
 

勤
め
を
や
め
た
ら
国
民
年
金
へ
 

六
十
歳
前
に
会
社
や
役
所
な
 
ご

一
諸
に
手
続
き
を
し
て
下
さ

ど
を
退
職
し
た
人
は
、
そ
の
翌
 

い
。
 

日
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
な
 

そ
れ
に
は
、
ご
主
人
が
印
鑑
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

と
年
金
手
帳
（
ま
た
は
、
年
金
 

も
し
、
奥
さ
ん
が
ま
だ
国
民
 

の
被
保
険
者
証
）
を
持
っ
て
、
 

年
金
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
、
 
市
社
会
課
・
国
民
年
金
係
へ
出
 

【
 

【
 



新
し

い
水
道
料

金
 

ロ
新
料
金
の
徴
収
は
 

市
の
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
新
し
い
料
金
は
五

月
に
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
し
た

と
き
、
使
用
水
量

の
料
金
か
ら

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
旧
料
金
の
精
算
は
 

冬
の
間
積
雪
な
ど

の
た
め
メ
 

ー
タ
ー
を
検
針
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
間
 

ー
ー
 の
料
金
は
、
例
年
の
と
お
り
使
 

五
月
使
用
水
量
か
ら
徴
収
 

用
水
量
を
見
積
っ
て
料
金
を
算

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
四

月
に
入
っ
て
か
ら
検
針
を
し
た

と
こ
ろ
実
際
に
使
っ
た
水
量
の

料
金
よ
り
も
多
く
納
め
て
い
る

ご
家
庭
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
 

納
め
過
ぎ
た
料
金
は
近
い
う
ち

に
お
返
し

い
た
し
ま
す
。
 

ロ
水
道
料
金
速
算
表
の
訂
正

さ
き
に
、
毎
戸
へ
配
布
し
ま

し
た
水
道
料
金
速
算
表
に
誤
り
 

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
よ

う
に
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
 

メ
ー
タ
ー
ロ
径
一
三
ミ
リU
、
 

ー
カ
月
の
使
用
水
量
二
一
立
方
 

H
、
三
〇
立
方
H
、
算
式
「
使

用
水
量
×
一
〇
〇
＋
八
〇
〇
」
 

を
「
使
用
水
量
×

一
〇
〇
ー
一
一

〇
〇
」
 
に訂
正
し
ま
す
。
 

ロ
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
ご
協

力
を
 

検
針
を
能
率
よ
く
す
る
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
点
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
物
を
お
か
な
い
で
。
 

※
犬
は
、
出
入
り
口
や
メ
ー
 

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
し
て
つ

な
い
で
お

い
て
下
さ
い
。
 

※
家
の
増

・
改
築
な
ど
で
、
 

メ
ー
タ
ー
が
床
下
や
屋
内
に
な

る
と
き
は
、
屋
外
の
検
針
し
や

す
い
場
所

へ
移
し
て
下
さ
い
。
 

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

は
と
き
ど
き
掃
除
を
し
て
清
潔

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館
で

は
、
昭
和
五
十
七
年
度
「
み
ん

な
の
教
室
」
の
受
講
生
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
対
象
者
 
市
内
に
居

住
す

る
方
。
特
に
初
心
者
を
歓
迎
。
 

ロ
参
加
費
 
無
料

（
材料
費

は
個
人
負
担
）
 

ロ
教
室
の
種
別
 
生
花
（

遠

州
流
、
小
原
流
）
、作
法
、
料
理
、
 

茶
道

（
裏
千
家
）
、洋
裁
、
民
謡
、
 

着
付
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ち
ぎ
り

絵
、
ろ
う
け
つ
染
め
、
日
本
舞

踊
、
コ
ー
ヒ
ー
の
入
れ
方
等
希
 

望
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
申
し
込
み
期
間
 
五
月
一

日
ー
五
月
十
五
日
ま
で
 

ロ
申
し
込
み
方
法
 
は
が

き

に
希
望
す
る
教
室
名
、
申
込
者

氏
名
（
団
体
の
場
合
は
代
表
者

名
も
）
、住
所
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
申
込
み
先
及
び
お
間
合
わ

せ
 
五
所
川
原
市
字
鎌
谷
町

一

一
七
番
地
七
号
 

五
所
川
原
市

中
央
公

民
館
 

「み
ん
な
の
教
室
」
係

（
廿
⑩

六
〇
五
六
ー
六
〇
五
八
）
 

⑦ 	(518シ’) 広報ごしょがわら 	 昭和57年 5 月1日 

農業者年金のおしらせ 
農業者年金制度の年金給付は、経営移譲年金と農業者老齢年金の 

2 本立てに仕組まれています。農業者老齢年金は、経営移譲年金と

は異なり、経営移譲をするしないにかかわらず65歳から支給される

年金です。 

1 ．農業者老齢年金を受けるには 

次の要件のいずれかに該当する人が受給できます。 

（ユ） 経営移譲年金の受給権者 
② 保険料納付済期間等が20年以上あり、かつ、60歳 

に達した日の前日に J三,いて、農業者年金の加入者 

ここで注意すべき点は、次めとおりです。 

0経営移譲年金の受給権者には、支給停止中の方や支給差止 

中の方も含まれます。 

0 r20年以上」 とありますが、当面高齢者には短縮措置が取 

られています。 

0 r60歳に達した日の前日」 とは、60歳の誕生日の前日のそ 

のまた前日をさしています。 

0出稼ぎ等に出ている間に60歳に達してしまった場合であれ 

ば、次の点を満たさなければなりません。 

短期被用者年金期間中に60歳に達した場合 
(D 出稼ぎ先等を退職した翌日 （被用者年金の被保険

者資格を喪失した日）のある月の前月から数えて、 
過去1年間において、 農業者年金の被保険者期間が 
4 カ月以上であること。 

（②） 60歳に達した日の前日において、農業経営主、農
業生産法人構成員、あるいは後継者加入者の資格を
持っていること。 

2 ．農業者老齢年金はいくつから受けられるか 

農業者老齢年金の受給権は、65歳になったときに発生します

ので、前述の要件に該当している人は65歳の誕生日を迎えたら

すみやかに裁定精求書を農協、農業委員会を通じて基金に提出

して、年金を受ける権利があるかどうかについて裁定を受けて

下さい。裁定請求書は、農協の窓口にあります。 

3, いくらもらえるのか 

農業者老齢年金の給付額は、次の式で求めます。 

895円×保険料を納めた期間の月数一年金額（年額） 

※その他にも細いことがきめられています。 くわしいことは

農業委員会や農協にお問い合わせ下さい。 

国目鳳■国園回図圏 
手芸教室生徒募集の案内 

市勤労青少年ホームでは、手芸教室の生徒を募集してい 

ます。 

ロ受講資格（ユ）市内に住所、または勤務先を有する勤労 

青少年（②）満15歳以上、30歳までの方 

ロ受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

ロ開講 日 毎週月曜日（回数は 8回） 

ロ人 員 15人 

ロ申込み先 市勤労青少年ホーム（"@3602番） 

ロ締切 り 5 月29日 

ロ開講式 6 月1日午後 6時30分（当日、教室の日程 

表を配布しますJ 

ロ受講時間 午後 6時30分から 8時30分まで 

ロ受講内容 ベロアクレープ、リボン、ビーズ、藤 

「み
ん
な
の
教
室
」
受
講生
を
募
集
 



ク
目
に
は

青
葉

山
ほ
と
と
ぎ

す

初
が

つ
お
中
 

五
月
は
、

鮮
ゃ

か
な
新
緑

に
誘
わ

れ
て
、
 マ
イ
力
ー
 

を
利
用
し
た
ド

ラ

イ
ブ

の
機
会
が
多

く
な
る
季

節
で
す

そ
れ
だ

け
に
、
 
一

年
の

う
ち
で

も
、
 

こ
の
時
期

は
交
通

事
故
が
多

く
発
生

す
る

傾
向
に

あ
り

ま
す
。
 

新
緑

の
行
楽

期

を
安
全
に

楽
し
く

過
ご
す
た
め
に
、
 

ド
ラ
イ
パ
ー

の
方

に
ぜ
ひ

励
行
し

て

い
た
だ
き
た
い

事

項
を

ま
と
め
て
み

ま
し

た
 

(518号） ⑧ 

行楽期の交通事故防止 

広報ごしょがわら 

安全運転で楽しい行楽を 

ド
ラ
イ
パ
ー
と
し
て
の
 

責
任
を
自
覚
し
 

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
 

気
心
の
知
れ

た
家
族
や
仲

間
と

の

ド
ラ
イ
ブ

は
、
や
や
も

す
る
と
気

持

ち
が
緩
み
が

ち
に
な
り

ま
す
。

ド
ラ

イ
バ

ー
の
方

は
、
自
分

を
含

め
て
同

乗
者

な
ど
多

く
の
生
命
を
頂
っ

て
い

る
こ
と
を
強

く
自
覚
し

た
い
も

の
で

す
。
 

「無
理
を
し

な
い
」
、
「
他
人

に
迷
惑

を
か
け

な
い
」
 
とい
う
、
思
い
や
り

の
あ
る
交

通
マ
ナ

ー
を
心
掛
け

た
運
 

安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る

た
め
に
必
ず
守
ろ
う
 

ド
ラ
イ
ブ

に
当
た
っ

て
は
、
ぜ
ひ
、
 

次
の
基
本

的
な
事

項
を
守
り

ま
し
よ

う
。
 

①
シ
ー
ト

・
ベ
ル
ト
の
着
用
を
 

「
シ
ー
ト

・
ベ
 ル
ト
な
ん
か
 

」
 

と

つ
い
怠

り
が
ち
で

す
が
、
 、

ン
 

ー
ト

・
ベ

ル
ト
の
着

用
が
事
故

に
よ
る
被

害
を
、

防

止

・
軽
減

す
る
の
に
 
 

転
を
励
わ
し
ま
し
ょ

う
。
 

余
裕
を
も
っ
た
 

ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
 

行
き
当

た
り
ば

っ
た
り

の
ド
ラ
イ

ブ
や
旅
行
は
危
険

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

目
的
地
ま
で

の

距
離
、
道
路
状
況
、
 

交
通
事
情
を

あ
ら

か
じ
め
検
討
し
、
 

休
憩
時
間
も
ス

ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
組
み

込
む
な
ど
、

時
間
的
に
無

理
の
な
い
 

大
き
な
効
果
が

あ
る

こ
と
は
、

多
く

の
実
例
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

同
時
に
、
 
シ
ー
ト

・
ベ
ル
ト
の
着

用
は
運
転
姿
勢
を
良
く
し
、

連
転
に

よ
る
肉
体
的

疲
労
を

軽
減
す
る
効
用

も
あ
る
の
で

す
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
同
乗

者
も
シ

ー
ト

・
ベ
ル
ト
の
着
用
を
お

忘
れ
な

く
。
 

②
飲
酒
運
転
は
絶
対

に
し
な
い
、
 

さ
せ
な
い
 

行
楽
期
は

酒
を
飲
む

機
会
も
多

く

な
り
ま
す
。
 

「運
転
す
る
と

き
は
飲

ま
な
い

」
、
 

「
飲
ん
だ
ら

運
転
し

な
い
」
、「飲
ん
だ

者
に
は

運
転

さ
せ
な
い

」
 
の
三原
則

を
守
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
飲
酒
運
転

を
絶
対
し

な
い

よ
う
に

す
る
と

と
も

に
、
同
乗
者

や
周
り

の
人
も
飲
酒
運
 
 

プ
ラ
ン
を
立

て
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
 

長
距
離
ド

ラ
イ
ブ
を
す
る
前

H
は
、
 

特
に

酒
を
ひ

か
え
、

十

分
な
睡

眠

を
と
っ
て
、万
全
な
体
調
づ
く
り
を

ノ
 

ク
ル
マ
の
点
検
整
備
 

は
念
入
り
に
 

畠
発

の
前
に
は
、

各
部
の
点
検

を

念
入
り
に
行

い
、
車
の
機
能
を

ベ
ス

ト

・
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ

ン
に
し

て
お
き

ま
し
よ

う
。
 

特
に
、

高
速
道
路
を

利
用
す
る
と

き
は
、
ブ

レ
ー
キ
、
 
ハ
ン
ド

ル
の
が
 

転
を

さ
せ
な
い

よ
う
に
し

ま
し
ょ

う
。
 

⑨
制
限
速
度
を

守
り
、

ス
ピ
ー
ド

は
控
え

目
に
 

路
線
や
区
間
ご

と
に
、

道
路
や
交

通
の
事

情
に
応
じ

た
制
限
速
度
を

守

り
、

ス
ピ
ー
ド
を
控
え
目
に
し

て
、
 

安
全
運
転
に
徹
し

ま
し
ょ

う
。
 

同
乗
者

の
方
も
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に

無
謀

な
ス
ピ

ー
ド
を
出
す
よ
う
勧

め

た
り
、

あ
お
っ

た
り
し

な

い
よ
う
に

し
ま
し
ょ

う
。
 

④
休
息

は
＋
分
に
 

長
時
間

運
転

の
場
合

は
、
で
き
る

だ
け
交
代
し

て
運
転

す
る
か
、

交
代

す
る
人
が

い
な
い
と

き
は
、

休
息
を

十
分
に
と
り
ま
し
ょ

う
。
 

特
に
、

高
速
道
路
で

は
、
。ハ
ー
キ

ン
グ

エ
リ
ア
な
ど
で

休
息

を
と

る
よ

う
に
し

ま
し
よ

う
。
 

た

つ
き
、
 エ
ン
ジ

ン
オ
イ
ル
、

冷
却

水
、

フ
ァ

ン
ベ

ル
ト
の
張
り
具
合
、
 

タ
ィ
ヤ
の

空
気
圧
な
ど
、

細
か
く
点

検
し

ま
し
よ

う
。
 

⑤
車

間
距
離
は
＋

分
に
 

ド
ラ
イ
バ
ー
が
危
険
を

感
じ

て
ブ

レ
ー
キ
を

踏
ん
で

も
、
 ク
ル
マ
は
急

に
】
ま
り

ま
せ
ん
。
 

車
が
止
ま
る
ま
で

に
は
、
ブ

レ
ー
 

キ
を
踏
ん
で

か
ら
実
際
に

効
き
始
め

る
ま
で

の
距
離

（
空
走
距
離

）
と
、
 

ブ

レ
ー
キ
が
効
き
始
め

て
か
ら

止
ま

る
ま
で

の
距
離
（
制
動

距
離

）
と
を

合
わ

せ
た
「

停
止

距
離
」
を
必
要

と

し
ま
す
。
 

こ
の
停
止

距
離
は
、

速
度
が

増
せ

ば
増
す
ほ
ど

長
く
な
り

ま
す
の
で
、
 

高
速
道
路
な
ど

で
は
、

特
に
十

分
な

車
間

距
離
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

ド
ラ
イ
バ

ー
は
、

車
の
速
度
、

天

候
、
路
面
や
タ

イ
ヤ
の
状
態
、

疲
労

の
程
度
な
ど
を
考
え
、

常
に
十

分
な

車
問
距
離
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

昭和57年5月1日 

r
 

r
 広

報
紙
の
早
期
配
布
に
こ

協
力
下
さ
い
 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008

